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私立大学におけるインクルーシブ教育を組み込んだ
教員養成カリキュラム開発に関する研究（２）
─ 介護等体験と特別支援学校教育実習への連携について ─
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概　要
　前の報告で、私立大学における特別支援教育の課程を有する教員養成系大学での「インクルーシ
ブ教育システムの構築」の実態を調査した結果を示し、本学での実施に向けた課題を検討した。今回、
介護等体験に焦点を当て、カリキュラム開発の重要な視点を探ることを目的とした。その結果、介
護等体験のねらいに含まれる「弱者への人権意識をどれだけ高められるか」、「ノーマライゼーショ
ンやインクルージョンの思想などをどの程度受容できるか」、「相手との共感的・受容的人間関係と
いう観点からどのくらい成長できるか」などが、教職課程との関係において重要な鍵となることを
見いだした。
KEYWORD：私立大学教育、教員養成カリキュラム、インクルーシブ教育、介護等体験
Ⅰ．はじめに
　2016（平成28）年は、障害のある方にとって、大きな前進の年になるはずであった。何
故なら、２つの法律によるバックグラウンドが整備されるからである。その一つめは、「障
害者差別解消法」が４月から施行されたことである。この法律では「不当な差別的取扱い」
を禁止し「合理的配慮の提供」を求めている。「不当な差別的取扱いの禁止」については、国・
地方公共団体等、事業者ともに法的義務であるが、「合理的配慮の提供」については、国・
地方公共団体等の場合、法的義務となり、事業者は、努力義務であるとした。二つめは、「改
正障害者雇用促進法」が同年４月に施行されたことである。改正後は「精神障害者」も障
害者枠に入り、法定雇用率も引き上げになった。また「障害者差別解消法」により障害者
の差別禁止も加えられ、より平等に障害者と接する等の工夫がされている。
　しかしながら、これらの前進の動きに冷や水を浴びせるというよりは、時代を過去に引
き戻す大事件が７月26日勃発した。神奈川県相模原市の知的障害者施設に刃物を持った男
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が侵入、19人が殺害され26人が重軽傷を負うという悲惨な大事件である。殺人事件の犠牲
者数としては戦後最悪といわれる。この施設の元職員だった容疑者が、「障害者がいなく
なればいいと思った」等と供述し、「重度障害者の大量殺人は、日本国の指示があればい
つでも実行する」と衆院議長宛ての手紙に書き込んでいる事件だった。今後事件の精確な
解明が求められる。しかし、一部のブログ上に、被害者や関係者の心をズタズタにする残
酷な差別発言が書き込まれているのもまた事実である。沖縄タイムス*（2016）によれば、「自
分勝手な思い込みを絶対化し、他者への寛容をなくする。今回の事件は障がい者を標的に
した犯罪『ヘイトクライム』である。障がい者に対し強い差別と偏見を持ち、存在そのも
のを否定するような男のゆがんだ考えはどのようにして形成されたのだろうか。知的障が
い者施設に勤務したことと関係があるのだろうか。捜査当局は全容解明を急いでほしい」
と指摘している。
　*http://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/49918　2016年7月27日（確認2016/10/01確認）
　更に衝撃的な事件が８月と10月に続けて起きた。８月15日に東京の地下鉄銀座線の青山
一丁目駅で、盲導犬を伴っていた視覚障害者が、ホームから転落して死亡した事件である。
ホームドアが設置されていないこと、狭さ・混雑のために盲導犬が線路側（通常、盲導犬
を伴った視覚障害者は左側通行）を同伴しなかったことがあったようである。10月16日に
は近鉄大阪線河内国分駅で、全盲の重度視覚障害者が、特急電車に轢かれて死亡した。親
族の付添があったが、誤って転落したとみられている。転落した場所のホームの幅は約２
メートルと狭くなっており、点字ブロックはあるが、ホームドアは設置されていなかった。
これらの詳しい内容は解明中であるが、いずれもホーム上に駅員がいなかった（未配置）
という人的問題（コストカット）も抱えていたと思われる。「共生社会」、「インクルーシ
ブ教育」が叫ばれている今日だが、実際の社会はまだまだ障害児者に厳しいといえる。し
かし、世界は確実に障害者、弱者、少数派をも含みこんだ社会が形成される大きな流れの
中にあるのは間違いがないといえる。
　昨年度、インクルーシブ教育を組み込んだ教員養成カリキュラムを本学実施に向けての
基礎的調査の結果を報告した。私立大学の多くで、インクルーシブ教育に向けた大学での
教職課程における取り組みはまだされていないが、前向きに検討している様子がうかがえ
た。しかしながら、各大学で実施している介護等体験をキーワードとしてインクルーシブ
教育と関連づけた試みは見られなかった。そこで、今回の報告の目的として、本学での介
護等体験と教育実習との関連について検討し、インクルーシブ教育につながるヒントを得
たいと考えた。
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Ⅱ．介護等体験とは
１．設置の経過
　「介護等体験特例法（1998（平成10）年度入学生から実施）」が実施され、約20年が過ぎ
ようとしている。この法律が実施された時に、著者は知的障害特別支援学校（当時は養護
学校）に教諭として勤務していた。現場では、学生をどのように受け入れると良いのか？
学校側・学生側に共に役立つようにするため、困惑しながら試行錯誤したことを覚えてい
る。ここで、国会で成立する経過を示した資料（浪本、2014）を以下に示すことにする。
　この法律は、田中眞紀子衆議院議員（当時）が、父親（田中角栄元首相）を介護した体験をもと
にほかの議員に呼びかけて、1997（平成９）年５月23日、第140回通常国会に10人の議員で議員立法
として提出したものです。田中議員は、その提案理由を、同年５月28日衆議院文教委員会において
次のように述べています。「将来教育現場で活躍される方々が、高齢者や障害者に対する介護等の体
験をみずからの原体験として持ち、また、そうした経験を現場に生かしていくことによって、人の
心の痛みのわかる人づくり、各人の価値観の相違を認められる心を持った人づくりの実現に質する
ことを期待しております」この法案は、議員立法ではありますが、こうした提案理由のもと、全会
派の賛成で成立しました。しかし、もともと文部省（当時）は、立法に反対の意向をもっていまし
た。そのせいか、この法律自体は1998（平成10）年４月１日に施行されたにもかかわらず、文部省
が私立大学への説明会で「1998（平成10）年３月までに刊行する」と表明していたガイドブック「介
護等体験の実施について」ができあがったのは、ようやく６月になってからでした。また、自民党
の文教・社会部会関係者も、学生が体験する施設や時期を自ら選べるという条件のもとで、この法
案にしぶしぶ賛成しました。いっぽう、教育職員養成審議会（当時）も、第一次答申［1997（平成９）
年７月28日］のなかで、教員養成課程を設置している大学等（大学、短期大学、指定教員養成機関）
に介護等体験の円滑実施を求めたのみでした。小・中学校教員志望者に、なぜ、介護等体験が必要
なのかは明確に説明されておらず、これが介護等体験を強制するような印象を生む結果となったよ
うです。
　導入当時現場はかなり混乱を起こし、受け入れ側としては、養護学校よりも社会福祉施
設のでの受け入れ側が困惑していたことを覚えている。福祉施設での介護等体験を終え、
養護学校の介護等体験にきた学生達の話を聞くと、「利用者さんとの接触は全くなく、５
日間リネン関係の処理のみしかさせてもらえませんでした」「素人に介護させる訳にはい
かないといわれた」等、福祉現場に対する不満の声が多かった。しかし、福祉現場では、
次第に受け入れ体制が整えられ、先述した内容のような学生の不満はかなり減少した（T
大学、1989）。
86
作大論集　第７号　2017年３月
２．趣旨・意義
　介護等体験の基になる法規の名称は「小学校及び中学校の教員の普通免許授与に係る教
育職員免許法の特例等に関する法律」である。立法化当時の趣旨説明によると、「将来教
育現場で活躍される方々が、高齢者や障害者に対する介護等の体験を自らの原体験として
もち、また、そうした経験を現場に活かしていくことによって、人の心の痛みのわかる入
づくり、各人の価値観の相違を認められる心を持った人づくりの実現に資することを期待
しております」とある。すなわち、介護等体験の意義としては、「障害者基本計画や特別
支援教育の考え方にも示されているように、これからの社会は障害のある人も障害のない
人も、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う、共に生きる社会であることが求められ
ています（全国特別支援学校長会、2014）」といえる。
　なお、「教員が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めることの重要性にか
んがみ教員の資質向上及び学校教育の一層の充実を図る観点から、当面、小学校及び中学
校の教諭の普通免許状取得希望者に、介護等体験をさせる（文部省、1997）」とあり、将
来的には、高校等の教職希望者にも拡大することも考えていた節がみられる。
３．対象者
　小学校及び中学校の教諭の普通免許状を取得しようとする者が対象となり、介護等に関
する専門的知識及び技術を有する者や障害により介護等体験が困難な者は免除されること
になっている。専門的知識及び技術を有するものとは、介護等体験特例法施行規則第３条
で、保健師、助産師、看護師、准看護師、特別支援学校の教員、理学療法士、作業療法士、
社会福祉士、介護福祉士、義肢装具士の免許を受けている者、あるいは資格を有する者が
あげられている。また障害により介護等体験が困難な者とは、介護等体験特例法施行規則
第３条第２項で、身体障害者福祉法の規定により交付を受けた身体障害者手帳に「障害の
程度が１級から６級である者と記載されている者とする」と定められている。
　この法律では免除される者が規定されているが、「介護等の体験を要しないとされた者
についても、介護等の体験を行いたい旨の希望があれば、本人の身体の状況、受入施設の
状況等を総合的に勘案しつつ、可能な限りその意思を尊重することが望ましい」とも記さ
れていることも配慮する必要がある。
４．介護等体験の時期・内容・実施施設
　「18歳に達した後、７日間を下らない範囲内において文部省令で定める期間、特別支援
学校又は社会福祉施設その他の施設で文部科学大臣が厚生労働大臣と協議して定めるもの
（以下「受入施設」という）において行われる介護等の体験を指すものであること（小学
校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律）」と
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され、障害者、高齢者等に対する介護、介助、これらの者との交流等の体験を指している。
特別支援学校で２日間程度と、杜会福祉施設（高齢者・障害者施設等）で連続５日間程度
の、計１週間の「介護等体験」を行う（同法施行規則第１条）。なお、文部科学省ではど
ちらか７日間となっても差し支えないと説明している。
　具体的には、特別支援学校において、日常の学習指導、生活指導の補助、遠足・運動会
等の学校行事の補助を行うこととなる。また、社会福祉施設（一部施設の例）においては、
①特別養護老人ホーム：移動介助、食事介助、清掃、話し相手、デイケア見学等、②障害
者通所授産施設：作業介助、食事介助、清掃、レクリエーション活動への参加等、③児童
擁養護施設：食事介助、入浴着脱介助、清掃、遊び相手、話し相手、散歩等がある（文部
科学省、2007）。
５．関係諸団体について
　介護等体験特例法第３条に、介護等体験の実施が適切におこなわれるよう、受け入れ先
だけではなく、関係諸団体（都道府県・指定都市の教育委員会、都道府県の社会福祉協議
会、大学等：大学・短期大学・指定教員養成機関）が必要な措置を講じ、協力・配慮をす
ることが「責務」として定められている。
　この関係諸団体の責務とは、以下の３点である（文部事務次官通達、1997（平成９）年
11月26日付）（近藤、2014）。
　①教育委員会および社会福祉協議会に関しては、介護等体験希望学生の受け入れ先の確
保および学生受け入れのための調整窓口になること。②大学等に関しては、介護等体験を
希望する学生数を把握し、教育委員会および社会福祉協議会へ一括で受け入れを依頼する
こと（大学等が各受け入れ先に個別に受け入れ要請をしないように規定している）。また、
介護等体験についての事前指導を実施すること。③大都市圏に所在する大学等に関しては、
介護等体験を希望する学生の帰省先が大都市圏以外にある場合、できるかぎり帰省先で介
護等体験をおこなうよう学生を指導すること。また、帰省先の教育委員会および社会福祉
協議会に、その相談に応じてもらうこと。
⑴関係諸団体の対応：東京都の例（近藤、2014）
　日本国内において、各都道府県の教育委員会と各都道府県の社会福祉協議会が各々「介
護等体験」実施要綱を作成して、実施している。東京都においても、都教育委員会と都社
会福祉協議会が、各々要綱を作成して対応している。
　①東京都教育委員会の対応
　教育委員会では、教職における教育実習とほぼ同様に、介護等体験においても役割を担っ
ている。介護等体験では、大学等と受け入れ先（特別支援学校）との間の調整・決定にあたっ
ている。申請書類もほぼ教育実習と同様なものが指定されており、教育実習と同様に、受
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け入れ先との「事前取り決め等の禁止」も規定されている。介護等体験実施中の事故に関
しても、大学等にその責任を負わせる規定となっており、この点も教育実習に準じている。
年間受け入れ人数も、１校あたりおおむね30名以内と規定している。（東京都教育委員会「東
京都特別支援学校介護等体験取扱要綱」）
　②東京都社会福祉協議会の対応（近藤、2014）
　東京都社会福祉協議会は、都内の大学等と受け入れ先（社会福祉施設）の間の調整なら
びに受け入れの決定が、その役割である。また、「東京都では、本事業に該当する学生が、
他府県に比較して特段に多いため、学校におかれましては、帰省先を有する学生について
は原則として、学生の帰省先において実施するようご指導ください」と、東京都の置かれ
た特殊性に応じた対応を大学等に求めています。（東京都社会福祉協議会「東京都におけ
る教員免許法の特例による社会福祉施設介護等体験事業－派遣学校用－実施要綱」）
　以上のように、介護等体験に関しては、受け入れ先をはじめ、関係諸団体がそれぞれ重
要な役割をもち、その機能を果たすことによって成り立っている（近藤、2014）
６．実施上の課題
⑴介護等体験特例法の問題点及び大学等が抱える課題
　関川（2014）は、「同法が施行されて約20年近くが経過しました。その間、介護等体験
の実施は、若干の問題点を残しながらも継続され、今ではかなり定着しています。これは、
都道府県教育委員会や特別支援学校、各都道府県社会福祉協議会といった関係機関の尽力
と協力により、介護等体験の円滑な受け入れ体制とその体験の実施条件などが整備されて
きたことの成果でしょう」と指摘している。しかし、大学等が抱える課題として、関川（2014）
は以下の４点をあげている。①介護等体験先での受け入れ上の問題（体験希望者が多い場
合）、②介護等体験のための事前指導はどの程度おこなうのか（事前指導できる教職課程
スタッフに専門家がほとんどいないため、ガイドブック等資料での指導や講話、理解・態
度面の指導、事前指導の単位化）、③時期の問題（大学での通常授業時期時以外は、受け
入れ側で困難な場合もあり、また教育実習：4週間も関係して、大学では2・3年次に行う
所が多い）、④諸経費などの問題（受益者負担：健康診断・細菌検査・検便やその証明書
作成の費用、保険料や行事参加・昼食費、通信費や交通費等）。
　これらの課題は、今後も同様に継続していく課題といえる。
Ⅲ．介護等体験を実施した大学での研究成果
１．学生の意識の変化
　田実（2015）は、11年間に亘る中学校教員免許取得希望の学生に行った意識調査（事
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前・事後）の結果（社会施設体験のみ）を分析した。その結果、介護等体験全般に関して
は、体験後にはより貴重な体験として意識していたり、楽しい体験ができた、という学生
の評価傾向が示された。項目によっては事前事後に差がないものや、データ分析上では介
護等体験の社会施設体験は教職志望学生にとって教員としての資質を向上させる体験とは
なり得ていないことから、「教職課程の体験として学生を受け入れる経験の少ない社会福
祉施設における体験内容について、大学教職課程のカリキュラムとの関連性を検討してい
く必要があろう」とした。また田実（2016）は、11年間にわたる所属大学の介護等体験
における学生の事前事後指導の意識調査（特別支援学校のみ）の結果をまとめている。デー
タを因子分析（ブロマックス回転による主因子法）によって結果を見いだした。すなわち、
特別支援学校での介護体験の意義を示す「意義認識因子」、障害のある子どもや障害その
ものについて学べる「学習効果因子」、特別支援学校の任務内容の理解とそのイメージを
学べる「教職イメージ因子」のいずれも体験後の因子得点が有意に高得点となっているこ
とから、特別支援学校での介護等体験は障害や特別支援教育に関する教職志望学生の理解
を促進する効果がある。また、「できれば特別支援学校には行きたくないですか」では事
前より事後の方が有意に低い結果、２日間の介護等体験では逆に特別支援教育や障害への
興味関心が薄れる場合もあると考えられた。「特別支援学校の２日間の体験内容が主に学
校行事の参観やお手伝い的な体験であるケースが多く、特別支援学校の教育内容や実際の
支援場面を体験することが少なかったことが考えられる。特別支援学校体験の持つ特殊性
に鑑み、学生が特別支援学校体験に求める体験内容のより正確な把握や体験内容の吟味等
が今後の課題となるであろう」とした。
２．大学独自の取り組みによる成果
　入江（2008）は、1998年度に短大生と科目等履修生の７名を対象に始まり、大学独自
の方式で取り組んできた。当初の混乱の後、対象となる学生数が100名を超えるようにな
り、改めて問題が浮上した｡ 1999年度入学者までは３年生以上を対象にしていたが、2000
年度入学者からは２年生以上を村象にすることになり、2001年度は移行期で、２学年分の
学生数が予想されることから、問題はより一層深刻に感じられる事態となった。問題の一
つは、社会福祉施設の体験先がばらばらで、学生の状況がつかめないこと（特殊教育諸学
校については、近隣の学校に希望した人数が割り当てられた）｡ もう一つは、「体験」と「実
習」というとらえ方のズレ：例えば、老人ホームなどに「体験」に行って、「実習」とし
て「オムツ換え」等をさせられることがあったため、現在の学生は、高齢者を介護した経
験はほとんどなく、また学習も何もしていないので、ただびっくりして、イヤな経験とし
て残ってしまった場合も多く、せっかくの「体験」が「良い体験」になりにくい状況であっ
た。そこで、社会福祉協議会を通さないで、大学が直接依頼する方法で受け入れてもらえ
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る（介護保険制度が始まり、デイ･サービスを中心にした高齢者の在宅介護支援施設が地
域に増えていくところ）方式を模索した。その結果、大学近隣の数ヶ所の「地域ケアプラザ」
に呼びかけ、３ヶ所から受諾の回答がもらえ、2001年度から、その３ヶ所の「地域ケアプ
ラザ」に学生の介護等体験をまとめてお願いすることになった。その結果、二つの問題を
解決することができた｡ すなわち、一つは、主に３つの施設でまとめて実施できるように
なったので、施設との連絡、施設での事前オリエンテーションなどがスムーズにできるよ
うになるとともに、学生の実施状況についても、必要に応じて施設に出向くなどして、把
握することが可能になった。もう一つは、デイ･サービス施設にお願いすることができた
ことで、学生は比較的要介護度の低い高齢者との「交流」を中心にした「介護等体験」を
することができるようになり、送り出す側としては、（学生のためには）安心して送り出
すことができるようになった。体験費用の未実施「申込金」でないため、返金可能となった。
また、体験者増（300名規模）に対応した展開として、新規に開設された「地域ケアプラザ」
に依頼可能となった。
　学生にとっての意味としては、教職課程としての充実がある。「介護等体験」の事前指
導と事後指導を授業にし、2005年度に「介護等体験指導」という授業科目を新設し、2007
年度１クラス70人以下にするため、前期･後期それぞれ３コマずつ開講する試みをしてい
るが、それまでの授業負担に加えての「介護等体験指導」であるため、現在の取り組みの
状況は、教職課程としては限界である、としている｡ しかし、学生にとって体験を通して
学べることとして、学生が教職課程修了に当たって書く文章・感想文に、介護等体験をと
ても「意味のある」貴重な体験としてあげることが多く、介護等体験の意義は大きいと考
えられる、としている。内容として、①障がい者や高齢者に対する気特やイメージの変化、
②「コミュニケーション」の大切さへの気づき、③感謝される喜びと自分の有用感があっ
た。今後の課題として、教職課程履修者、あるいは全体的な大学生の現状から生じている
問題もある。それは、「年々」と言っていいほど、社会性とコミュニケーション力が低下
しているということである。それによって、体験先でトラブルを起こしてしまう事例が増
えてきて、今まで２年生以上で実施してきた「介護等体験」を、３年生以上に変更するこ
とを検討せざるを得なくなってきている、としている。
Ⅳ．本学における介護等体験
１．栃木県内における教職課程を有する大学（４年制）
　表１に栃木県内大学で取得可能な教員免許状の一覧を示した。
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　　　　表１　栃木県内の大学で取得可能な教員免許
　本学では、2003（平成15）年４月、人間文化学部に教職課程（中学校免許一種国語・英語、
高校免許一種国語・英語、養護学校免許一種・二種）が開設されたため、国がすでに実施
（1998年度入学者から）していた介護等体験は、３年生から実施することになり、2006（平
成18）年から介護等体験が実施された。しかし、2007（平成19）年に特殊教育から特別支
援教育に転換されたため、本学でも人間文化学部に特別支援学校一種（知的障害）が開設
されることになった。中学校教諭を希望する学生は、毎年数名程度であったため、特別支
援学校、社会福祉施設への依頼は比較的にスムーズに行われていたようである。
大学名 取得可能な教員免許状
宇都宮大学 小学校一種
中学校一種　国語・社会・数学・理科・音楽・美術・保健体育・家庭・
技術・英語、
特別支援学校一種　知的障害、肢体不自由、病弱
特別支援学校二種　知的障害、肢体不自由、病弱
高等学校一種　国語・地理歴史・公民・数学・理科・音楽・美術・工芸・
保健体育・家庭・工業・英語・農業
足利工業大学 中学校教諭一種　技術
高等学校教諭一種　工業・情報、
養護教諭一種
白鷗大学 幼稚園教諭一種
小学校教諭一種
中学校教諭一種　社会・保健体育・英語
高等学校教諭一種　公民・商業・保健体育・英語
帝京大学 中学校教諭一種　数学・理科・社会・保健体育
高等学校教諭一種　数学・工業・理科・情報・地理歴史・公民・保
健体育
国際医療福祉大学 特別支援教育教員資格認定試験受験資格：特別支援学校自立活動教
諭一種免許・言語障害教育、
養護教諭二種
宇都宮共和大学 幼稚園教諭一種
中学校教諭一種　社会
高等学校教諭一種　公民
文星芸術大学 中学校教諭一種　美術
高等学校教諭一種　美術・工芸
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　しかし、小学校教員一種免許コースが2012（平成24）年に開設されたことにより、順次
介護等体験希望学生が増えてきており、様々な課題が生じる段階に来ている。なお、本学
には短期大学部（幼児教育科）があるが、幼稚園教諭二種免許と保育士資格を取得するた
め、介護等体験の実習は課されていない。
２．本学の介護等体験の目的等
⑴目的
＜特別支援学校＞
　①特別支援学校の理解（個に応じた指導、少人数の学級、自立活動、教材教具の工夫、
施設の工夫等）。
　②障害のある人への理解（共に生きる、社会の一員、自立生活の考え方を理解した上で
の支援、一人一人を生かす指導・支援、共通点に着目し、違いに配慮等）
＜社会福祉施設等＞
　①多様な人間の存在とその価値、考え方の違いを認識し、人間に対する理解を深める。
　②「個人の尊厳」や「人権」について考え、理解を深める。
　③「共生」や「社会連帯」について考え、理解を深める。
　④多様な人との交流を通じて、コミュニケーションの重要性や方法を学ぶ。
　⑤対人援助の実際に触れて、人間関係形成の重要性、姿勢や方法を学ぶ。
　⑥利用者が抱えている生活課題の背景にある社会的な問題や市民生活を支えている制度
についての理解を深める。
⑵心得
＜特別支援学校＞
　①基本の心得
１）介護等体験期間中は、体験校職員として勤務しているので、実習校の規定にしたが
い、校長および教諭の監督・指示のもとに規律正しく取り組むこと。
２）介護等体験においては、体験校の教育方針および学校管理上の規律を守り、校務全
般にかかわること。
３）公立学校職員は公務員であり、政治的・宗教的中立を守ること。
４）介護等体験として学校に勤務するので、教育実習と同じように服装・髪型・化粧等
は、周囲の人々に端正な印象を与えるものにすること。装飾品は身につけないこと。
５）体験校に対する、また特定の教員に対する学校内外の中傷等は、絶対に慎み、同調
もしないこと。
６）学校、教職員、児童・生徒やその家庭について務上知りえた事項は体験期間中はも
ちろん体験後も硬く守秘すること。
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７）校内では、清潔・整頓に心がけること。必ず上履きを用意すること。
　②児童・生徒指導の心得
８）体験の学生が指導教諭の許可なく児童・生徒を残留させたり、家庭訪問や体験後も
児童・生徒やその家族と接触したりしないこと。
９）児童・生徒に対して懲戒を加えてはならない。
10）一人一人の児童を平等に接すること。
　③実習（授業参観、休み時間など）の心得
11）講話や打ち合わせ等の時には必ずメモを取ること
12）授業参観の時には、問題意識を持って観察すること
13）校内の備品や消耗品等の使用については、係の教員の許可を受け、その管理につい
ては責任を持つこと。
14）休み時間や昼休みなど積極的に児童・生徒とかかわりを持つようにする。
15）授業中も担当の先生の指示により、授業の支援を行うようにする。
16）下校指導や学校行事の準備等積極的に行うこと。
　④勤務上の心得
17）体験生の勤務時間は体験校の教職員に準ずる。健康に留意して欠勤しないこと。や
むをえない事情による欠勤・遅刻・早退の場合は、必ず指導教諭に連絡して許可をとる
こと。
18）朝早めに出勤し、指導教諭のもとに行き挨拶し、当日の指示、指導を受けること。また、
他の全ての教職員への挨拶も忘れないこと。
19）事故防止には万全を期すが、万一事故発生の時には、指導教諭に連絡し指示を仰ぐ
こと。また、軽重にかかわらずすみやかに教務課及び教職課程担当教員に報告すること。
20）携帯電話の使用はできるだけ慎み、緊急を要する以外は勤務時間後にすること。担
当教諭の許可なしに写真や動画の撮影は絶対にしないこと。携帯電話番号を児童・生徒
には絶対に教えないこと。
21）退勤の際には、教室の整理整頓と戸締りをし、指導教諭に挨拶をすること。また、
職員室へ行って他の教職員に挨拶してから退勤すること。
　⑤その他
22）他大学からの介護等体験生と一緒に体験の場合には、積極的に交流して、円滑な人
間関係をつくりだせるように努めること。
23）体験終了後も体験校と連絡を保ち、体験終了後にお礼の手紙を出すだけでなく、採
用試験の結果や就職の成否等を必ず報告すること。
24）介護等体験期間中に訪問を受けた本学の教員には、体験終了後連絡をとり、指導の
礼をのべること。
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25）体験でお世話になった学校や教職員、児童生徒への感謝の気持ちを忘れないこと。
＜社会福祉施設等＞
　①基本の心得
１）介護等体験期間中は、体験している施設職員として勤務しているので、体験施設の
規定にしたがい、施設長および担当者の監督・指示のもとに規律正しく取り組むこと。
２）施設員として施設に勤務するので、服装・髪型・化粧等は、周囲の人々に端正な印
象を与えるものにすること。装飾品は身につけないこと。
３）施設に対する、また特定の施設員に対する施設内外の中傷等は、絶対に慎み、同調
もしないこと。
４）施設、職員、利用者やその家庭について職務上知りえた事項は体験中はもちろん体
験後も硬く守秘すること。
５）施設では、清潔・整頓に心がけること。必ず上履きを用意すること。
６）利用者に対して懲戒を加えてはならない。
７）一人一人の利用者を平等に接すること。
　②体験の心得
８）講話や打合せの時には必ずメモを取ること。
９）施設内の備品や消耗品等の使用については、係の教員の許可を受け、その管理につ
いては責任を持つこと。
10）昼休みなど積極的に利用者とかかわりを持つようにする。
　③勤務上の心得
11）体験生の勤務時間は実習施設の職員に準ずる。健康に留意して欠勤しないこと。や
むをえない事情による欠勤・遅刻・早退の場合は、必ず担当者に連絡して許可をとること。
12）早めに出勤し、担当者のもとに行き挨拶し、当日の指示、指導を受けること。また、
他の全ての職員への挨拶も忘れないこと。
13）事故防止には万全を期すが、万一事故発生の時には、担当者に連絡し指示を仰ぐこ
と。また、軽重にかかわらずすみやかに教務課及び教職課程担当教員に報告すること。
14）携帯電話の使用はできるだけ慎み、緊急を要する以外は勤務時間後にすること。担
当者の許可なしに写真や動画の撮影は絶対にしないこと。
15）退勤の際には、使用したものの整理整頓をし、担当者に挨拶をすること。また、職
員室へ行って他の職員に挨拶してから退勤すること。
　④その他
16）他大学からの体験生と一緒に体験の場合には、積極的に交流して、円滑な人間関係
をつくりだせるように努めること。
17）体験終了後も体験施設と連絡を保ち、体験終了後にお礼の手紙を出すだけでなく、
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採用試験の結果や就職の成否等を必ず報告すること。
18）介護等体験実習でお世話になった施設や施設の職員、施設を利用されている方々へ
の感謝の気持ちを忘れないこと。
⑶栃木県社会福祉協議会（平成29年度版）
　毎年度、当協議会で、県内の大学等諸機関に対し、教育職員免許法の特例による「介護
等の体験」受入（社会福祉施設）の調整を行っている。
　①対象学生
　小学校及び中学校教諭の普通免許状取得を希望する学生で、次の１）から３）のいずれ
かに該当する者。１）栃木県内の大学（大学院、短期大学を含む。）に在学する者（卒業
した者）、２）栃木県内に居住し、大学に在学する者（卒業した者）、３）栃木県出身で、
大学に通学するため一時的に県外に居住している者
　②実施社会福祉施設等
　栃木県内にある教員免許特例法施行規則第２条及び文部省告示第187号に基づく社会福
祉施設等となっている。
　③社会福祉施設等での介護等体験の期間等
　１）月曜日から金曜日までの連続した５日間を原則とする。ただし、休日または都合に
より実施できない場合は、他の日に振替え、実質５日間となる。２）時間帯は、社会福祉
施設等の指定した時間帯で７時間45分以内（概ね５～６時間程度）とする。３）学生は、
毎日、社会福祉施設等へ通うものとする。
　④本事業の受入調整について
　１）「介護等の体験申込書」で学生の希望をとりまとめの上、「介護等の体験総括申込書」
及び「申込学生名簿」を添えて栃木県社会福祉協議会へ送付する。２）学生の希望した地域・
時期・種別に基づいて受入調整を行いますが、必ずしも希望どおりにならないことを事前
に周知。３）大学において特別な事情があり、特定の社会福祉施設等の指定及び日程の調
整を希望する場合は、事前に相談。４）申込期限は、県内４年制大学：３月末日迄、県内
短期大学・県外大学：平成29年４月末日迄。５）体験期間は、平成29年６月５日（第２週）
～平成30年３月９日（第２週）迄（年度により異なる）。６）科目等履修生、卒業生の取
り扱いについて：「科目等履修生」「実習のみ未履修の卒業生」等の取扱いが学校により異
なるため、本来の方法で調整を行えないケースが生じている。なお、学生個人からの申し
込みは受けていない。
　⑤本事業に要する経費
　「介護等の体験」に要する費用：１人当たり7,500円、大学で取りまとめて口座振込する。
受入決定後に体験を辞退した場合、社会福祉施設等への「介護等の体験」に要する費用（１
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日1,000円×５日）を返金。
　⑥受入決定の通知
　大学に対し、平成29年５月15日を目途に「介護等体験受入決定通知書」を送付。
　⑦実施にあたっての留意事項
　１）事前に大学において「介護等の体験」にむけてのオリエンテーションを実施し、体
験を行う社会福祉施設等の理解と、施設利用者のプライバシー保護、マナー、注意事項、
施設の「受入連絡票」の確認及び「学生プロフィール」の記入などの事前指導の徹底。
　２）実施前、大学担当者から各社会福祉施設等に問い合わせをし、遅くとも２週間前ま
でに、施設の「受入連絡票」に基づき、以下の内容に関する打ち合わせを必ず行う。a.集
合時間・場所、b.実施時間帯、c.自家用車使用の場合は駐車場の有無、d.服装・持ち物、e.昼
食の有無・費用、f.「健康診断書」及び「細菌検査」の有無、g.「学生プロフィール」の
提出方法、h.その他。
　３）「介護等の体験」に伴う事故等においては、大学において対応すること。
　４）「介護等の体験」実施期間中は、必ず学生証を携帯させること。
　５）体験を実施するにあたって、必要以外のものは携帯しないこと。
　⑧「介護等の体験」が調整した日程に実施できない場合
　やむを得ない事情を除き、日程の変更等は認められない。
　１）学生の都合により実施できない場合は、社会福祉施設等と大学等との間で相談し、
他の日を充当する。
　２）⑴の結果を、大学から施設及び県社協に「介護等体験（日程変更・辞退）届け」に、
より報告する。
　３）やむを得ない理由により「介護等体験」を辞退する学生があった場合は、速やかに
大学から施設及び県社協に電話にて連絡を入れるとともに「介護等体験（日程変更・辞退）
届け」により報告する。
　⑨「介護等の体験」終了後の対応
　１）「証明書」の様式は、栃木県教育委員会が指定したものと定めてある。社会福祉施
設等で用意された「証明書」は、必要事項に記入・公印を押印の上、学生本人に渡す。
　２）県社協は、大学に対し年度末に「介護等体験終了報告書」により学生の年間体験状
況を報告する。
⑷介護等体験の感想から
　茅野ら（2008）は、特別支援学校介護等体験参加者205名学生の感想文を分析した結果
をまとめている。何を学んだかについて、①体験前の意識、②偏見への気づき、③子ども
たちからの気づき・学び、④感動体験、⑤教師からの気づき・学び、⑥教師への意欲、⑦
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自らの生き方への問いかけ、⑧体験後の感想、⑨２日間の実習、に分類した。その結果、
多くの学生が体験は有意義であったと感じていること、「感動体験」を通した、特別支援
学校における児童生徒及び教師からの「気づきと学び」、そこから「偏見」に対する内省、
実践的指導力の獲得、さらには児童生徒を通して自らの「生き方そのもの」顧みている学
生の姿が見えてきたとした。
　藤田（2001）は、教職課程履修中（介護等体験終了）の音楽専攻学生207名を対象に、
①学生の属性（性別、年齢、学年等）、②教職課程を履修した動機（理由）、③教育実習で
体験したい内容、④教員免許状取得後（卒後）の進路、⑤過去の介護等体験の有無、⑥今
回の体験実習先施設名、⑦今回の体験実習に対する感想、調査を行った。その結果、「介
護等体験」後の意識に関する50項目の因子分析（主因子法・バリマックス解）により、特
徴とされる５因子が抽出された（①思いやりの実感、②将来への自己像、③自己反省・内
省、④実習への不満感、⑤実習への客観性）。また、平均値が高かったが因子負荷量が低
い特徴的な項目５項目にも注目した（⑥自分に最後までできるか心配になった、⑦他校実
習生と情報交換が出来て良かった、⑧実習中に福祉の勉強をした、⑨障害者への偏見がな
くなった、⑩体験記録をちゃんとつけた）。
　以上の先行研究から、【思いやりの実感】、【将来への自己像】、【自己反省・内省】、【実
習への客観性】、【その他】の５つに分類し、本学2016年実施の「介護等体験」の提出記録
（２年生・３年生・４年生）から特徴的な感想を抽出し、記述することにする。
＜特別支援学校＞
　【思いやりの実感】
Ａ　手話を使って話すことができてよかったです。でも、障害がないと思うくらいに、耳
が聞こえている子が沢山でびっくりしました。小学校１年生と幼稚部で体験させてもらい
ましたが、この小さな年で手話が上手に使えていてすごいと思いました。ちょっとした会
話の時でも、先生がこまめに手話を教えていて、そのおかげで子ども達は自然に手話を身
につけているのだと感じました。私も手話を覚えて、障害の人たちと触れ合う機会をまた
作れたらいいなと思いました。
Ｂ　二日間の介護等体験を終えて、障害を持つ子どもたちが障害やそれぞれの困難なこと
や苦手を克服するために、先生方からの支援を頼りながら、成長していく姿、環境を実際
に見ることができました。二日間の体験を経て、特別支援教育とは、障害があるから苦手、
困難なこと、としてしまうのではなく、それらの障害があっても整えていくことによって
苦手を克服していくこと、また、それらの方法を深く考えていくことが重要なのだと、感
じることができました。今回の体験で、子供達への対応や言葉かけ、知識など、全てにお
いて未熟さを感じました。今後の学校生活において、自分自身のスキルであり、知識等を
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さらに磨きをかけて行き、来年度の実習やその他障害理解につなげていきたいと考えてい
ます。
　【将来への自己像】
Ｃ　この体験で特に印象に残っていることは、Ａ先生が仰っていた「障害の重さ」と「グ
レーな部分の見分けのつけられなさ」である。私自身障害という言葉や内容は学んでいた。
しかし、目が見える分、学習もしやすい方なのではないかと考えていた。だが、先生から
出た言葉は裏腹なものであった。目でも確かに学ぶこともできるが、耳から学習する部分
が多く、それらによって名前、言葉を知ることができる。これは「グレーな部分」の所に
も通じてくるものがある。障害における教育では、名称や意味、良いこと悪いことがもち
ろん教えられるが、白と黒というはっきりした部分しか教えることができず、曖昧なルー
ルなどは教えることが難しいとのことであった。言葉も教育において大切なことではある。
しかしそれが全てでは無い。手話や指文字さえできればいいという問題ではない、という
ことがとても理解できた。今後実習や子どもたちと接する機会を持ったときに、こういっ
た意識を持って子どもたちと触れ合っていきたい。
Ｄ　この介護等体験で、特別支援学校で実習をし、私は自分の目標である児童と多くの交
流をすること、先生をよく観察することを意識して実習を行いました。まず、１つめの多
くの交流をするは、小学部・中学部で交流をするのが難しかったです。小学部では、休み
時間に一緒に遊んだり、一緒にマラソンをしたりしました。中学部では作業が多く、なか
なか話す機会がありませんでした。しかし、数学の時間の時には、一緒に勉強することが
できたので、ここは交流できたと思います。２つ目の先生をよく観察するでは、小学部の
場合は、先生も児童と遊んだりしているところがありましたが、中学部では忙しいという
印象を持ちました。やはり、小学部、中学部では全く違く、中学部では社会人になるため
の勉強や訓練だと感じました。
　【自己反省・内省】
Ｅ　私は「教師の根気強さの場」に注目し、二日間を過ごしていきました。同じことを繰
り返し、熱心に指導することを初め、人としてはいけない事は「ダメ！」と根気良く子ど
も達と向き合うことの大切さを一番に実感させられました。それがまた自分の反省点でも
あります。どうしても指導への甘さが全面的に出てしまっていました。アメとムチではな
いが、褒めると注意のメリハリを自分の中でもっと確立して行くべきだと思いました。（根
気強さ＝自分との戦い）。たくさんの反省点もありつつ、二日間一緒に過ごしていく中で
子ども達の笑顔を見たり、昨日と違った変化を見つけることができたりと、嬉しいことも
たくさんあり、教職への夢がいっそう高められました。特別支援学校の実習は来年と、ま
だ時間があるので、二日間の体験を軸に一層勉学に励んでいきたいです。
Ｆ　介護等体験を終えて、自分の反省点は関わり方がたまにわからなくなってしまって、
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担任の先生に甘えすぎていた部分が多かったです。だから少しでも自分から積極的にでき
ることがあれば先生に聞いて、やるように心がけていましたが、それでもまだダメな部分
がありました。やる前からダメだとは思わずに、積極的に児童に関わっていけるようにす
ることが、自分への課題だと思いました。
　【実習への不安感】
Ｇ　私は今回の介護等体験で、初めて特別支援学校に行きました。また、知的障害の人と
向き合っていくのは過去に会った自閉症の子みたいにすぐ怒って逃げていってしまうので
はとすごく不安で、少し怖いという気持ちがあった介護等体験でした。私が担当したクラ
スは、中学部の○年○組でした。そのクラスは○組の子どもたちと同じ教室だったので、
人数がとても多かったです。この二日間の体験の中で徒歩訓練や実際の授業の進行など
数々のこれからの教育に生かすことができる体験ができて良かったと感じました。
Ｈ　最初は自分から話しかけれずにどうしていいか分からず、先生方が支援しているとこ
ろをただ見ているだけになってしまっていました。しかし、子どもたちの方から私に一生
懸命何か伝えようとしてきてくれ、私も子どもたちに積極的に話しかけていけるようにな
りました。表情、身振りは特に大切になってくると思いました。写真や絵カードなどの具
体物を使うと、子ども達も理解しやすくなるということが分かりました。大学の勉強で特
別支援のことについて学んでいるので、今回の体験実習で感じたこと等を活かしていきた
いと思います。
　【その他】
Ｊ　２日間の体験実習を通して、今まで関わりを持ったことのなかった盲学校の児童生徒
の様子についてや、学校外、学校内の環境を知ることができました。盲学校に通う児童生
徒は、全盲であったり、弱視であったりと、視覚障害の症状は様々であり、さらに知的に
障害を合わせ持っている児童生徒もいて、クラスを分けたり、昼食時に摂食指導を通し
て食べたりしている様子を見て、ただ視覚の障害ばかりに気を取られてはいけないことを
感じました。また、クラスの児童に対して優しく声をかけるばかりしかできなかった自分
に対して、思ったよりも厳しくメリハリをもった指導されている先生方を見て、自分の甘
さも痛感しました。学校外や室内の環境は、昇降口に音楽の鳴るような仕組みがあったり、
学校に続く道にも点字ブロックが設置してあったりと、できるだけ安全に、快適に生活で
きるように工夫されていることが分かりました。またロッカーに色付きテープを貼ったり、
廊下や机の角にすべてクッションが取り付けてあることも分かり、本当に細かい部分まで
注意が行き届いていることが分かりました。
Ｋ　二日間の介護等体験を終えて、私は一人一人に違う接し方、支援があるということ、
手伝いたい気持ちを抑えて待つということを知りました。私は最初の方は、先生に言われ
るまで生徒に同じ支援をしたり、手伝ったりしていました。言われてから一人一人に違う
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支援、手伝わずに待つということしてみて、生徒はできていたので、一人一人本当に違う
ことと待つということを知って、４年生の教育実習のときには一人一人違うこと、待つこ
とを頭に入れて行動しようと思いました。二日間とても楽しくて忘れられない思い出にな
りました。生徒との別れが辛くて淋しいと思いました。私はこの二日間を忘れずにこれか
らの勉強を頑張りたいと思います。
＜社会福祉施設等＞
　【思いやりの実感】
Ｌ　初めて福祉施設に実習に行きました。想像をしていたよりも職員さんは多く、利用者
さん達は高齢でした。職員さんは声が通っていて、利用者さん達との信頼関係が強く楽し
そうで羨ましかったです。施設で働くのはとても大変だと思いましたが、やりがいのある
素敵な職業だと思いました。私は話す時はゆっくり丁寧に、笑顔で一人一人の良い所を
１つ以上は見つけ、積極的に話しかけることを目標にしました。すべてのことを達成は
できませんでした。私は人見知りをしてしまい、全員に話しかけることができませんでし
た。最終日までには話かけようと思っていましたが、できませんでした。初日よりは話し
かけた人数は多くなりましたが、全員が無理だったことがとても悔しいです。最終日に近
づくにつれ、「おはようございます」と挨拶すると「おはよう」と言ってくれることが増え、
最初は警戒しながら「おはよう」と言ってくれていた方も笑顔で返してくれるようになっ
たことが目で確認できた事はすごく嬉しかったです。
　おやつの時間にある利用者の水分補給の援助を頼まれました。初めは何をしたらよいの
かわからず、飲む事を待ち見守っていました。しかし、職員の方に「どんどん声掛けてみ
て」と言われたので、声かけしましたが全然飲んでくれませんでした。しかし、最終日に
はちゃんと飲んでくれるようになり、すごく嬉しかったです。５日間でしたが心を開いて
向き合ってくれたのかなと思うと声かけを頑張ってよかったと思いました。
　また、ある利用者さんはすぐ「助けて！」と言う方でした。「助けて！」と言われたの
で側に行くと進めなくなってしまったのかと思い車椅子を押したら職員の方に「その人は
自分で進めるから押さなくて大丈夫だよ」と言われました。その利用者さんは「助けて！」
と言えば手伝ってくれるということをわかっていたのだと思いました。むやみに手伝うと
それを学んでしまうから、本当に必要な時以外は自分でやらせるということを今回の実習
で学びました。
Ｍ　５日間の中で、それぞれコミュニケーションの時間がありました。１日目は自力で歩
いたり、認知症も感じられない程度の利用者さんがいるところだったので、家でおばあちゃ
んと会話している感覚でコミュニケーションをとりました。利用者さんの昔の話や、料理
の話、家族の話など、とても楽しく、役に立つ内容ばかりでした。会話の内容もなくなっ
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てしまって、話が盛り上がらなくなったときは、４人くらいの利用者さんとトランプを使っ
て遊びました。片手が麻痺している利用者さんも一緒にババ抜きをしましたが、最初は片
手でどうなるのだろうと思っていましたが、片手でも器用に使い、普通にしていたので驚
きました。２日目は１日目より少し認知症が進んでいる方の階でした。２日目は少しの時
間でのコミュニケーションでしたが、一緒に時計の勉強をしました。自分の腕時計は読む
ことができますが、紙に書いてある時刻を読むことができなかったり、今の時刻から、何
分後の時刻かがわからなかったりしていて、教えてあげました。しかし、一問終わると解
けた安心感に浸るせいか、次の問題をするときには、忘れてしまっていたので、何回も教
えること、さらにわかりやすく教える事は大変ですが、とても大切なことだと学びました。
そういうところは、教師とも関連してくると思いました。３日目以降は、認知症がさらに
進んでいて、自力で歩いたり、車椅子を動かすのが困難な方の階でした。認知症だけが進
んでいて、自分で動いたりする人もいました。編み物が得意で、ずっと編んでいる利用者
さんがいました。好きな事は、認知症になっていても、やり続けることができるのだと学
びました。また、10人くらいの利用者さんとカラオケを行いました。歌うことができる利
用者さんにはマイクを渡して歌ってもらったり、音楽に合わせて、体をゆらしたり、楽し
いことをすることで、自然と笑顔になっていたのは嬉しかったです。耳の聞こえにくい
利用者さんには、聞きやすい耳に、近づいて話しをすることも教わりました。認知症だと、
何をするか分からないので、常に危機感を持つことが大切ですが、すぐに「ダメ」と言わ
ずに様子をみて、危険だと思ったら、止めに行くことが何よりも大切だと学びました。５
日間を通して、利用者さんとの直接のコミュニケーションの取り方、利用者さんと施設職
員の方のコミュニケーションの取り方を見ていて、とても勉強になりました。話のふくら
ませ方などは、更に学んでいきたいと思います。
　【将来への自己像】
Ｎ　二日間の介護等体験実習を終えて、一番印象に残ったものは生徒たちの笑顔です。実
習へ行く前はコミュニケーションがうまくできなかったらどうしよう、何か嫌な思いをさ
せてしまったらどうしよう…など不安だらけでした。しかし、実際に生徒たちと関わって
いくうちに、生徒一人一人の好きなもの、嫌いなこと、好きな遊び、性格など少しずつ知
ることができ、また先生からも教えていただき、生徒たちの豊かな表情を見ることができ
ました。私が担当させていただいたクラスは知的障害と肢体不自由の重複障害のクラスで、
身体の動かせる部分に限りがあり、介護的補助が必要な生徒も中にはいました。コミュニ
ケーションをとる際、顔をよく見て、目も良く見て、生徒に伝わるようゆっくり話し、必
ず手を握りながら触れ合っていた先生方の支援はとても勉強になりました。また、トラン
ポリンや校内のお散歩、絵本の読み聞かせや室内テニス、写真撮影など、私の趣味を授業
に取り入れてくださり、生徒たちと一緒に過ごせた事は本当に有り難く、嬉しく、何より
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も楽しかったです。特別支援の先生となると、もっと深く難しく大変なことも多いと思い
ますが、今回の介護等体験を終えて、こんなに楽しく、生徒一人一人と関わる時間が多く、
素直で一生懸命な子どもたちの笑顔を見られるこの職業は、やっぱり素敵だなと感じまし
た。
Ｏ　私が介護等体験の二日間で最も強く感じたことは、やはり知識だけでは不十分である、
ということです。大学の講義やガイドブック『フィリア』で事前に学習はしていたけれども、
実際の現場では頭の中から飛んでいってしまうように感じました。今回、このような貴重
な体験をさせていただき、私の心の中には「もっともっと子どもたちと関わりたい」、「一
人一人に合った支援指導方法を見つけ出したい」という気持ちが生まれました。それらを
実現させるには、やはりこれからの経験が重要になってくると考えます。私は○先生の担
当する「キャップストーン」という講義を受講しています。この講義では、実際に、支援
が必要な子どもたちと関わることを通して、実践的な知識と技術を習得することを目標と
しています。そのため、今回の体験を通して得たものを少しでもキャップストーン中での
関わりに生かしていけたら、と考えています。体験をし、課題を見つけ、また新たな段階
へと少しずつステップアップしていきたいです。
　【自己反省・内省】
Ｐ　体験実習を終えての反省と課題は、積極的に行動することができなかったということ
です。何をしてよいのか分からず、指導してくださる教職員の方の指導を待っていること
が多くなってしまいました。また、子どもたちに指示するときに上手に伝わらなかったり
しました。言葉の説明に加えて、身振り、手ぶりを入れることで、子どもたちに分かりや
すく伝わるなと実感しました。子供一人一人によって、得意なこと不得意な事は違うので、
子どもの特性に合わせた工夫が必要だなと思いました。感想は、指導していただいた教職
員の方にクラスの子の性格について教えていただいたり、一緒に遊ぶ中で、知的障害とい
う障害を抱えているだけで、他の事は、普通の学校に通っている子と変わらないんだなと
思った。
Ｑ　１日目は、任せられた生徒としかコミュニケーションをとっていなく、周りを見てい
ませんでした。その反省から２日目は、クラス全員とコミュニケーションを取るように心
掛けましたが、障害の重い生徒とは、接することができませんでした。担当クラスは、一
番学級崩壊するだろうと言われていたクラスだったそうですが、一番クラス全員がまと
まっていて、仲が良いと感じました。その影には、担任の先生の努力があったからと終
わってから気付くことができました。先生と生徒が信頼し合えるクラスにするためにはど
うすれば良いのか、考えていけるように勉強していこうと思います。また、同じ症状名で
あっても生徒一人一人の性格や興味のある事は違うので、もっとたくさんの児童生徒と触
れ合っていきたいと思います。そして、先生方のように、生徒たちの状況を見て臨機応変
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に行動できるように、より多くの先生を観察し、学んでいきたいと思います。思いました。
　【実習への不安感】
Ｒ　この介護等体験が始まった日はとても不安で、どうすればいいかわかりませんでした。
初日に職員の方を待っていた時に利用者の方にいきなり腕をつかまれ、喋りかけられたの
ですが、初めてのことだったのでどうすればいいのかわからず、職員の方に来てもらうこ
としかできませんでした。それからも利用者のみなさんから色々話し掛けてくださるので
すが、自分はなんて言葉を返していいのか分からずに曖昧な返事しかできなく、ただ職
員の方々から言われた作業し、終わったら見ているしか初日はできませんでした。しかし
２日目は初日とは少し違いました。それは、職員の方や利用者のみなさんが自分の名前を
覚えてくれて、名前を呼んでくださったり、挨拶をしてくれたりしたので、自分として
はそれがきっかけで皆さんと会話したり、作業をしたりすることが楽しくなりました。３
日、４日目は自分から積極的にコミュニケーションがとれたり、職員の方々の接し方や工
夫などがよく学べた日でもありました。「○○○作業所の利用者の方々は皆さんとてもい
い人で、結構こちら側から話しかけたりすると喜んでくれる」とアドバイスを頂いたこと
が、コミュニケーションを取れるようになったきっかけです。しかし、皆さんと話してい
て感じた事は、その日元気な時もあれば怒っている日、話してくれない日があったことで
す。喜怒哀楽がはっきりしている方もいれば、顔に表情をあまり出さない方もいて、それ
を感じ取るのはとても難しかったです。その点、職員の方々は１人１人の個性や特徴を頭
に入れており、すぐその人に合った対応をしていて、これはとてもためになりました。今
回の実習では、自分が今までにしたことのない体験ができてよかったです。そのほとんど
が大学では学べないような実践的な動きであったり、実際の現場の職員の工夫で会ったり、
体験できた事はこれから自分の将来のためにもとても貴重なことであったと思いました。
これからは学んだ事を自分のものにしていけるように努力していきたいです。
Ｓ　このような施設での実習というのは初めてだったためまず、何をしたらよいのか、戸
惑うばかりでした。小学校とは違い、相手から話しかけてくれる人があまりいなかったの
で、自分の行動が合っているか、いないかとても不安でした。５日間という長めの実習だっ
たので、慣れては来ていたが、どう声を方が良いのかがわからず、長い会話ができません
でした。いろいろな症状を持つ方がいたため、その人によって接し方が違うということに
も何方された５日間でした。なかには、何回も同じ話を聞く時もありました。この様な事
は初めてだったため、どのような反応で受け答えしたらよいかわからずに、私自身も同じ
反応でしか答えることができませんでした。利用者の方にとっては、話をすることだけで
も、心の落ち着く場という事は、分かっているつもりではいましたが、その相手をしてい
るのが私であるという自覚を持ってしっかりと対応していかなければならないのあと感じ
ることが多くなりました。また、レクリエーションの時間では、オセロやボードゲームを
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中心に行うことが多かったです。利用者の中にはルールがわからない方やルールを何度教
えても、やるたびに忘れてしまう人もいました。こうした方々がいるなかで私たちのよう
な人が面倒くさがり、そのそこで、支援を止めてしまえば、利用者の方に取手の居場所も
なくなってしまうと思いました。だから、支援のできる私たちのような人たちが手をさし
のべ、関わることで、利用者の方の心の安らぎというものも出来るのではないかと感じま
した。この５日間を通して自分の家の支援というものの考えを見つめてこれから活かして
いきたいです。
　【その他】
Ｔ　この体験を通してためになった事は、先生たちの子どもたちに対する対応です。休み
時間の時は、児童と教室の中で例えば歌が好きな子がいたら一緒に歌うと言うように、積
極的に関わりを持って、授業だったらそれぞれのできることの進み具合に合わせて、同じ
授業だとしても色々やり方を変えて、その子が達成感を味わいやすいやすいように工夫を
していました。またそれぞれの子が係を担当していましたが、あれは１人１人の特徴を踏
まえて、その子にあう係を選んだのではないかと思います。
Ｕ　入所者の方々とたくさんコミュニケーションを取ることができました。その中で気づ
いた事は、入所者自身が身体が動かなくなっていることに戸惑っていること、施設の人た
ちが手助けしてくれることに感謝していることなどでした。私はそれを聞いて、できない
ことをできると言い張る方々は頭では分かっているけれど、受け入れることができていな
いのではないかと思いました。また、別の方から、家事をやらなくなると手が動かなくな
ると聞いて、職員が手助けするのは必要な時のみで、それ以外は本人にまかせた方が、本
人のためになるのだと気づきました。これは、私が目指す教育現場でも言えることで、そ
の人本人の能力を見極め、必要な時のみサポートすることで、能力の向上を促す、とい
うのと同じだと思いました。もう一つの目標である入所者と施設の理解というのも達成で
きたと思います。まず、施設自体に様々な種類があり、入所者の能力やその家族の都合な
どに合わせた対応が可能になっています。施設内部の設備に関しては、例えば、座ったま
ま、寝たままの入力が可能な装置や、寝たきりの状態でも乗れる車椅子などがありました。
手すりなどもほぼ全ての部分につけられており、入所者が過ごしやすいようにという配慮
が見られました。実習を通して、それぞれにどのような特徴があり、どれほどの能力があ
るのかを理解し、個別に支援していくことの大切さを学びました。この実習で学んだこと、
感じたことを、今後生かしていきたいと思います。
　以上のように、学生たちは介護等体験（社会福祉施設・特別支援学校）において、様々
な学びを経験したことが分かる。短い日数ではあったが、多くの学生が、次に経験する教
育実習（基礎免・特別支援学校教諭免）への期待が膨らんでいる様子がうかがえる。以下
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に、本学の教職課程における教育実習についての概要を説明する。
Ⅳ．本学における特別支援学校での教育実習
　1990（平成２）年４月、経営学部経営学科に教職課程（高校一種商業）を開設、2003
（平成15）年４月、人間文化学部に教職課程（中学校一種国語・英語、高校一種国語・英語、
養護学校一種・二種）を開設し、2007（平成19）年４月に人間文化学部に教職課程〔特別
支援学校（知的障害）一種〕を開設した。また、2012（平成24）年４月に人間文化学部に
教職課程（小学校一種）が新設されている。
　現在まで、特別支援学校教員免許取得学生は79名で、正規教員に加え非正規教員（非常
勤講師等）として特別支援教育に携わる卒業生も増加してきている。
　　　　表２　教員免許状取得状況及び学校種別教員就職状況
2015年５月現在
　特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者）／人間文化学部人間文化学科発達教育専攻
のカリキュラムは、表３に示した通りである。
　表３　特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者に関する教育の領域）
小学校 中学校 特別支援学校
小一種 中一種国語 中一種英語 特支一種（知的）
取得 就職 取得 就職 取得 就職 取得 就職
平成27年度 7 7⑴ 6 1 3 6 1
平成26年度 - - 7 1 2 2 1
平成25年度 - - 8 1 6 1
平成24年度 - - 6 1 1⑴ 4
平成23年度 - - 4 3 2 2
平成22年度 - - 8 1 7 2⑴
平成21年度 - 1 5 4 3 1
平成20年度 - - 3 5 3
合計 7 8⑴ 47 6 15 1⑴ 33 6⑴
授業科目の名称
単位数 標準
履修
年次
備考必修 選択
必修
選択
特別支援教育に関する科目
障害者教育総論★ ２ １後
（特別支援教育の基礎
理解に関する科目）
必修２単位
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注：「免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関する科目」とは、この課程の
免許状の指定領域「知的障害者に関する教育の領域」以外の領域に関する科目を指す。
★：卒業所要単位として認められる科目
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目
知的障害児・者心理学★ ２ ２･３前 （心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の心
理、生理及び病理に関
する科目）
必修８単位
知的障害の発達心理学★ ２ ２･３前
知的障害児・者生理心理学★ ２ ２･３後
知的障害の認知心理学★ ２ ２･３前
知的障害児教育法１★ ２ ３前 （心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の教
育課程及び指導法に関
する科目）
必修６単位
知的障害児教育法２★ ２ ３後
知的障害児教育課程論★ ２ ２後
知的障害児教育総論★ ２ ２後
（心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の心
理、生理及び病理に関
する科目）
（心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の教
育課程及び指導法に関
する科目）
必修２単位
視覚障害教育★ ２ ２･３後 免許状に定められるこ
ととなる特別支援教育
領域以外の領域に関す
る科目
（心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の心
理、生理及び病理に関
する科目）
（心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の教
育課程及び指導法に関
する科目）
必修12単位
聴覚障害者教育総論★ １ ２･３前
肢体不自由者教育総論★ ２ ２･３後
病弱教育★ ２ ２･３前
重複障害教育★ ２ ２･３前
発達障害児の心理と教育★ ２ １･２･３後
言語障害教育★ １ ２･３前
特別支援学校教育実習 ２ ４前 （心身に障害のある幼
児、児童又は生徒につ
いての教育実習）
必修３単位
特別支援学校教育実習事前
事後指導 １ ４前
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Ⅴ．おわりに
　介護等体験は、1998（平成10）年度の大学入学者から適用された「介護等体験特例法」
により義務づけられたものである。入江（2008）によれば、「介護等体験特例法は議員立
法であり、現場の問題から構想されたものではなかったため、それぞれの現場にとって
は『上から降ってきた』問題で、『趣旨を理解する』よりも、『何とか対応する』ことに精
一杯という状況であった」としている。そのため体験受入施設では、これまでの経験から
「社会福祉施設での『福祉実習』を、特殊教育諸学校での『教育実習』を参考にした（入江、
2008）」と述べている。しかしながら、「教員養成課程の中に『介護』に関する学習は何も
位置づけられておらず」、また「障害児教育に関する科目も設定されていない状況で、『介護』
に関する学習を前提とした『実習生』として学生を送り出すことは不可能な状況であった
（入江、2008）」という、極めて困難な中でのスタートであった。ここで問題になるのは、「実
習」か「体験」かということである。社会福祉施設の現場においても、また特殊教育諸学
校の現場においても、仕事の専門性が問われる場である。施設見学レベルの「訪問」では
ない「実習」なのか、経験を積むという意味の「体験」なのか、いずれにしても大学側で
は「事前指導」が必要となってくる。
　現在においても多くの大学の教育課程に「介護等体験」に関する授業は教科としては組
み込まれてはいない。本学でも、特別支援学校教諭免許状（知的障害領域：１種免）を取
得するための教育課程が組まれているが、「介護等体験」・事前指導に関する指導等は、教
育課程の時程には含まれておらず、臨時でもたれるか昼食時に行うことが多い。一斉指
導による（映像・講義）指導及び書類提出に関する指導を行い、必要に応じて個別に指導
（体験実習時に巡回訪問）することもあるが、必ずしも十分な指導ではないといえる。また、
「介護等体験」の事後指導／報告にあたる内容は、教育実習の報告（振り返り等）と兼ねて、
毎年度初めの「先輩卒業生が語る会」での報告が行われている。
　今回、介護等体験の実習から得られた知見と、特別支援学校教育実習から得られた知見
とを比較検討することを意図していたのであるが、学生の資料が充分に収集できていな
かったこと、また時間の関係で整理することが出来なかった。次回、これらの関係から得
られた知見を報告したいと考えている。
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